
おぢかアイランドツーリズム協会

 募集要項 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真は2014 年冬の宝島キャンプのもの） 
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◆保護者の皆様へ 

この度は「宝島キャンプ」募集要項をご覧いただき、誠にありがとうございます。ぜひご一読の上、お申

込いただければと思います。 

この宝島キャンプもスタートから 10年以上がたち、たくさんの子ども達が小値賀という島で出会い、そ

して夏休みの数日を過ごしてきました。たった数日間ではありますが、日頃と違う環境、『小値賀』のダイ

ナミックな自然や島人との触れ合い、それを共に分かち合う仲間との出会いが彼らにもたらすものはとても

大きく、私たちスタッフでさえもキャンプを経た後のその成長ぶりに驚かされています。 

宝島が迎える17年目の冬、『ほぼ無人の島、野崎島』で大冒険！！島の簡易宿泊施設に寝泊まりしなが

ら大自然を体感する4日間のキャンプをご用意しました。 

ぜひ冬の宝島キャンプ2017へ！今年も元気な笑顔とお会いできることを楽しみにしています。 

 

おぢかアイランドツーリズム協会 宝島キャンプ担当  

 

 

 

◆宝島キャンプが開催される小値賀町（野崎島）とは・・・・ 

～異日常と非日常の宝箱、小値賀町（野崎島）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャンプ地の野崎自然学塾村 キャンプが開催される野崎島 

小値賀町は、九州の西にある五島列島の北部

に位置する大小１７（内無人島10島）ででき

た島です。そのほぼ全域が西海国立公園に指定

されています。気候が穏やかで風光明媚、魚介

類も豊富。そしてやさしい人がいっぱい住む

島。それが小値賀です。 

 ここにはいわゆる「街」の景色はありません。

大きなスーパーも映画館も、コンビニも。宝島

キャンプは、普段の日常とは異なる環境「異日

常」の中で、いつもの学校生活では体験出来な

いこと「非日常」な体験を提供いたします。 

 

 

島で暮らすキュウシュウジカたち 



 

◆ 冬の宝島キャンプ2017 で大切にしたいこと 
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◇今回の動物カメラマン（鹿博士）のご紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

   津田 堅之助さん 

 

キャンプを 

思いっきり楽しむ！ 

+ 
プラス 

●「自分で決めたこと」に挑戦する！ 
→いつもの自分をちょっと超える。その繰り返しで人は 

 成長をしていきます。キャンプという、いつもとは違う 

環境では、隣の子に話しかけるだけでも大きなチャレン 

ジ！宝島キャンプでは強制ではなく自分で「よし！」と決 

めたことに「チャレンジ」する姿勢を重視したいと思いま 

す。 

 

●自分たちで「キャンプ」を創る。 
→宝島キャンプは、自分たちのキャンプで大切にしたいこと

は何か等、みんなで意見を出し合って決めていきます。何か

問題が起こっても皆で話し合い。与えられるのではなく、自

分たちで「創る」キャンプを目指します。 

 

●野外技術に触れる。身につける。 
→キャンプでは火おこしや料理等いろんな場面で刃物を 

 使うことがあります。刃物は使い方さえしっかりマスター 

すればとても便利な道具です。「危ない」と言って遠ざけ 

るのではなく、本来の使い方をマスターし、道具として使 

いこなす。そんな機会があるのもキャンプの醍醐味です。 

 

 

●「やりたいこと」だけでなく、「やるべ

きこと」にも積極的に取り組む。 
→「自分がやりたいことだけをやる」だけでは、仲間と生活

を共にするキャンプは成り立ちません。片づけ、準備、友達

の意見を聞きいれる。自分以外のみんなを思いやる気持ちを

育むことにも取り組んでもらいたいと思います。 

 
 

長崎県佐世保生まれ、福岡県久留米市在住。 

日本を代表する生物生態写真家 栗林慧氏のアシスタントを二年半経た後、フリ

ーの動物写真家・エッセイストとして活動を始め海外取材も行っている。 

2012年公開東宝映画「日本列島いきものたちの物語」では野生ジカを担当。 

2007 年より福岡 ECO 動物海洋専門学校で非常勤講師として「野生動物管理

学」と「ネイチャーフォト」の講師を担当。 

また、小中学校でゲストティーチャーとして自然との共存の重要性について講演

などおこなっている。 

野崎島にも野崎集落に人が居た頃から鹿の写真を撮影に来島し、野崎島を昔か

ら知っている野崎大好きな方です。 



■内容のご紹介 

☆ほぼ無人島の島・野崎島で！！ 

◆目指せ！島キング！！鹿博士！！ 

★野生鹿400頭が生息する、ほぼ無人の島「野崎島」で大冒険！島の簡易宿泊施設に寝泊まりし

ながら、野崎島を愛するプロの動物カメラマンから教わりながら大自然を体感する 4 日間。食材

を、魚釣りや磯で確保したり、山の中を歩きながら動植物を写真に撮りながら目的地へ向かったり

します。共に参加した仲間たちと協力し合いながら、生きるための野外技術を体験します。ドキド

キわくわくの4日間です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊安全管理の面や天候上、全てのプログラムが行えるとは限りません。ご了承ください。 

＊宿泊は島に唯一ある「野崎島自然学塾村」という簡易宿泊施設に宿泊になります。 

  

1 日目 ２日目 ３日目 

 

14:00 小値賀到着。 

 

午後 ＊キャンプ場へ移動！ 

   ＊野遊びで仲良くなる 

   ＊部屋割りなど 

   ＊夕食つくり＆夕食 

   ＊ミーティング 

      

～山登り練習と食材確保の日～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

～王位石を目指す日～ 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

4日目   

 

朝食 
片づけ 

思いでの工作（写真立て等） 

小値賀島へ移動 

13:00 お買い物の時間 

14:10 小値賀を出発 

16:50 佐世保港到着 

  

     

■日時： 

2017 年 12 月 26 日(火)～12 月 29 日(金)3 泊 4 日  

■場所：野崎島 

■対象：小学 4年生～中学 3年生 

■定員：30 人（先着順）※最少催行 10 人 

■費用：29,000 円  

(宿泊費・食費・写真 CD 代・プログラム費用等を含む) 

※小値賀までの旅費は含みません 

翌日の王位石登山の前に、小さ

な山で練習！山登りの基礎を学

ぼう。 

午後は食材を自分たちの手で調

達！！釣った魚は、さばいて食

べよう！ 

＊ご飯づくり＆ご飯 

 

おにぎり持って、山へ！ 

班ごとに、デジカメで写真を撮

りながら王位石を目指します。 

帰ってきたら、フォトコンテス

トを開催♪最後の夜は、火を囲

んで皆で語り合おう♪♪ 



 

◆◆持
も

ち物
もの

リスト（全
すべ

ての持
も

ち物
もの

に名前
な ま え

を記入
きにゅう

しましょう！） 

◆衣類
い る い

 

チェック 持
も

ち物
も の

 数量
すうりょう

 用途
よ う と

・備考
び こ う

  

□ バック １ 全体
ぜ ん た い

の荷物
に も つ

を入
い

れる。ボストンバックやスポーツバック  

□ リュックサック １ 活動
か つ ど う

のときに必要
ひ つ よ う

なものを入
い

れる。１５ ℓ
りっとる

程度
て い ど

のもの  

□ 着替
き が

え（下着
し た ぎ

も） 日数分
に っ す う ぶ ん

 宿泊
しゅくはく

施設
し せ つ

にて洗濯
せ ん た く

が可能
か の う

です。  

□ 靴下
くつした

 日数分
に っ す う ぶ ん

 宿泊
しゅくはく

施設
し せ つ

にて洗濯
せ ん た く

が可能
か の う

です。 

□ 防寒
ぼ う か ん

着
ぎ

 適当
て き と う

 フリース、トレーナーなど。  

□ 野外
や が い

での防寒
ぼ う か ん

ジャケット 1 防風
ぼ う ふ う

機能
き の う

のある暖かいもの。例：ダウンジャケット 

□ 帽子
ぼ う し

、マフラー、手袋 １ 防寒用
ぼ う か ん よ う

 

□ パジャマ １ トレーナー、ジャージで可
か

。  

□ タオル、バスタオル 適当
て き と う

 必要
ひ つ よ う

に応
お う

じた数
か ず

。  

□ 雨具
あ ま ぐ

（カッパ） １ セパレートタイプの丈夫
じ ょ う ぶ

で動
う ご

きやすいもの。  

□ 運動
う ん ど う

靴
ぐ つ

 １ 普段
ふ だ ん

から履
は

きなれているものを履
は

いてきてください。  

 
上履き
う わ ば   

 １ 学校
が っ こ う

のもので可
か

。スリッパは不可
ふ か

。 （施設内で使用） 

 

◆◆活動
かつどう

に必要
ひつよう

なもの 

チェック 持
も

ち物
も の

 数量
すうりょう

 用途
よ う と

・備考
び こ う

  

□ エプロンと三角巾
さ ん か く き ん

 １ 食事
し ょ く じ

作
づ く

りの時
と き

に使用
し よ う

。三角巾
さ ん か く き ん

はバンダナでもよい。 

□ 軍手
ぐ ん て

 １ 野外
や が い

活動
か つ ど う

などに必要
ひ つ よ う

です。 

□ 水筒
す い と つ

 １ １リットル程度
て い ど

の軽
か る

いもの。 

□ 懐中
かいちゅう

電灯
で ん と う

 １ 夜間
や か ん

の活動
か つ ど う

に使用
し よ う

。ＬＥＤのヘッドランプがおすすめ。 

□ 予備
よ び

電池
で ん ち

 適当
て き と う

 必要
ひ つ よ う

に応
お う

じた数
か ず

。  

□ 筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

 １ えんぴつ、ボールペン、消
け

しゴムなど 

 

 



◆◆生活
せいかつ

用品
ようひん

 

チェック 持
も

ち物
も の

 数量
すうりょう

 用途
よ う と

・備考
び こ う

  

□ 洗面
せ ん め ん

具
ぐ

  １ 歯ブラシ等（シャンプーやせっけんはこちらで用意します） 

□ ティッシュ、ハンカチ  適当
て き と う

  

□ 常備
じょうび

薬
やく

 必要量
ひつようりょう

 必要
ひつよう

な人
ひと

のみ 。おうちの人
ひと

と必
かなら

ず確認
かくにん

！ 

□ ビニール袋
ぶくろ

 適当
て き と う

 スーパーのもので可
か

。あると便利
べ ん り

です。  

◆◆その他
た

 

チェック 持
も

ち物
も の

 数量
すうりょう

 用途
よ う と

・備考
び こ う

  

□ 保険証
ほ け ん し ょ う

のコピー １ 裏表
うらおもて

をコピーしたもの。名前
な ま え

を書
か

いた封筒
ふ う と う

に入
い

れる。 

□ 参加
さ ん か

同意書
ど う い し ょ

 １ 直筆
じ き ひ つ

で記入
き に ゅ う

の上
う え

、捺印
な つ い ん

をお願
ね が

いします。 

□ フェリー代 1 名前
な ま え

を書
か

いた封筒
ふ う と う

に入れて準備
じ ゅ ん び

ください 

□ １日目の昼食
ちゅうしょく

とお茶
ち ゃ

 １ 船
ふ ね

の中
な か

で食
た

べます。弁当
べ ん と う

、パンなど。 

□ 酔
よ

い止
ど

め 適当
て き と う

 必要
ひつよう

な人
ひと

のみご持参
じ さ ん

下
くだ

さい。 

 

・ 持ち物にはすべて名前を書いて下さい。 

・ 荷物はできるだけ少な目にして、バッグに入れ１つにまとめて下さい。 

・ こちらでは医師の処方以外では内服薬を投与することはありません。常備薬などには必ず説明

書と薬リスト（種類や数）をスタッフに提出した上で、本人の責任で服用するようにしてくだ

さい。なお、消毒や虫刺され、傷薬などの外用薬はこちらで常備しております。 

・ 携行品の準備は参加者本人で準備をするようご指導下さい。（保護者の準備では本人が何をど

こに入れたかわかりません） 

・ 活動に不必要なものは持ってこないようにしてください（カード、携帯電話、マンガ、ゲーム

機、カセットステレオ、おやつ類など）もってきた場合、こちらの判断で期間中は預かる場

合もあります。 

・ フェリー移動および野外活動中の、各自で用意したお菓子の飲食は原則禁止としていますので、

ガム・飴類以外のお菓子は持たせないでください。（船酔い防止のために、ガム・飴類はお持

込可能です） 

・ お金（現金）や貴重品について…活動中は使う機会がありませんので、帰りの交通費およびお

土産代（数千円程度）以外は持たせないでください。 

・ 自然体験活動に使えるような双眼鏡・ミニ図鑑などは、ご自由にお持ちください。 

・ 基本活動中、参加するお子様には体験に集中して頂く為、カメラの持込みはご遠

慮いただいておりますが、今回のキャンプではデジカメでの撮影も体験に入って

います。その体験時のみ個人でお持ちのデジカメの使用も許可します。（お持ち

の際は、同機種もあるかと思いますので、本体・付属品にも名前の記載をお願い

いたします。ただし、自己管理とし紛失・破損などの責任をおいかねますのでご

理解下さい。）尚、その他の体験中の写真は当協会スタッフにて撮影いたします。

（記録写真を参加者全員にお送りさせていただきます。何卒、ご了承ください。） 
 

 

 



宝島キャンプ 募集要項 

１． 名 称                                                                      

宝島キャンプ 2017 冬・ 目指せ！冬の島キング！！ 

２． 主催（連絡先）                                                                                                            

特定非営利活動法人 おぢかアイランドツーリズム協会  （連絡先）自然体験係       

 ＴＥＬ ０９５９－４３－３１７０  ＦＡＸ ０９５９－５６－３５３０ 

 Ｅ－Ｍａｉｌ yoyaku@nozakijima.jp 

３． 後援                                                                         

小値賀町・小値賀町教育委員会 

４． 募集期間                                                                     

平成 29年 11 月 19 日（日）～12月 19 日（土）、もしくは定員に達し次第〆切ります。 

５． 日程                                                                        

平成 29年 12 月 26 日（火）～12月 29 日（金） 

６． 参加費                                                                     

参加費の中には宿泊費、食費、プログラム体験費、資材費、人件費、消費税、事務局運営費等が含まれて 

おります。※小値賀までの往復交通費は含みません。 

おひとり様：２９,０００円 

７． 集合・解散場所  ※詳細は後日送付する「しおり」をご覧ください                                               

◆集合について 

 

 

           博多駅筑紫口に７時集合（日本旅行 前） 
  【宝島キャンプ】というプレートを持ったスタッフがいます。 

 合流後、特急みどりに乗車します。 

 ※乗車券は「2 枚きっぷ」がお得です（往復券）。 

小学生 2,310 円、中学生以上 4,620 円（指定席料金込） 

                              ※特急指定席について次ページの「お知らせ」を必ずお読みください。 

                         混みあう時期ですので、お早めにご予約ください。 

 

 

 

最寄りの特急みどり 1号停車駅から乗車 

  指定席車両に【宝島キャンプ】というプレートを持ったスタッフがいます。 

※保護者の方は可能な限り入場券にて構内までお付添下さい。 

※乗車料金はお手数ですが、各駅にお問い合わせください。 

   

 

 

 佐世保フェリーターミナルに１０時集合 
 【宝島キャンプ】というプレートを持ったスタッフが 

博多、佐賀方面からの子どもたちを連れて、ターミナル待合室にいます。 

 

 １０時４０分発 フェリー「なるしお」に乗船。いざ！小値賀へ！ 

 

        ＊フェリーの乗車券は引率スタッフにてまとめて購入させていただきます。 

現金をご用意いただき、スタッフへお渡しください。 

        ＊乗船チケットは往復小学生 2,１00 円、中学生以上 4,２00 円です。 

               

 

① 博多方面からご参加の場合合 

② 佐賀方面からご参加の場合 

③ 長崎方面からご参加の場合  

皆さんが乗る電車は 

博多駅 7:29 発 

佐世保 9:２５着 

特急みどり１号 
です。 

 

mailto:yoyaku@nozakijima.jp


 

◆解散について 

  

 

 

 

 

 

              佐世保ターミナルにて１７時解散  

 →保護者の方は１０分前にはターミナルにお越し下さい。 

 

 

各降車駅にて随時解散 

 →スタッフが車両に同乗し各駅までお送りいたします。 

  保護者の皆様は各降車駅にてお子さんと合流してください。 

   

 

博多駅筑紫口にて１９時４０分解散（日本旅行前） 

→保護者の方は１０分前には解散場所にお越し下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．お申し込みの流れ                                        

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①お申込み メールもしくはお電話にてお申し込み下さい。 

  メールの場合  yoyaku@nozakijima.jp  

件名『宝島キャンプ申込み』で 

       ・参加者名  ・学年  ・住所  ・電話  ・メールアドレス をご記載ください。 

担当者が確認し次第、確認メールをお送り致します。万が一 3日以上経っても 

届かない場合はお手数ですが、当協会までご確認ください。 

 

  電話の場合 ０９５９－４３－３１７０  
       メール申込みと同様の事項を口頭にてお伝えください。 

       なお、お電話での申し込みは 9時～18時とさせていただきます。 

  

※お申し込みは各受信時刻に基づき、先着順とさせていただきます。 

※ＦＡＸでの申し込みは受け付けておりません。可能な場合はメールのご利用をお勧めします。 

① 佐世保にて解散の場合 

乗船するフェリーは 

１６時５０分佐世保着 フェリー「なるしお」です。 

【お知らせ】 

＊特急の切符はご自分で手配願います。その際、行き・みどり 1号【指定席※１】 

帰り・みどり2６【指定席（6 号車）】をお取り下さい。 

＊混みあう時期ですので、早めのご予約をおすすめいたします。 

＊集合前、解散後のお子様の行動は保護者の方の責任となります。また、合流後は団体行動となります

ので、ご承知置きください。 

※１:「みどり1号」の指定席車両は時期により変わります。（みどりの窓口にご確認ください） 

② 佐世保にて解散の場合 

② 佐賀方面にお戻りの場合 皆さんが乗る電車は 

佐世保 17:4５発 

博 多 19:35 着 

特急みどり26号 
です。 

③ 博多駅にて解散の場合 
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○キャンセル料金 

・２週間前～3日前・・・・・・・・・・・30％ 

・前 日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50％ 

・当 日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100％ 

 

＊上記キャンセル料に加えて、返金手数料一律 1,000円 

（振込手数料+諸経費）をいただきます。 

 

契約保険会社 ：  ＡＩＵ保険会社 

最高限度支給額：500 万円    入院：1 日 5,000 円  通院：3,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９・キャンセルについて                                                      

＊都合により参加を辞退される場合は、必ず事務局までお申し出下さい。 

＊キャンセルにつきましては、キャンセル料を以下のようにいただくことになりますので、参加できない場合は 

お早めに電話にてご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

＊海上時化等荒天時、もしくはその他の理由（インフルエンザ等）により、主催者側が事前に不催行と判断した場合、 

また、各コースにおいて申込み〆切日（開催日の 2 週間前）までにお申込人数が既定の最少催行人数に満たない

場合は、当該コースの催行を中止させていただきます。 

その際には、参加登録書に記載頂いた連絡先にお電話にて催行中止のご連絡をいたします。すでに参加費をお振

り込みいただいている場合には、参加費を全額返金させていただきます。 

＊イベント開始後に天災などの不可抗力な原因により活動期日を短縮する場合がございます。その際、返金はできか

ねますので、あらかじめご承知おきください。 

 

１０・安全管理について                                         

＊野外での体験には、怪我・病気につながる事故が発生する危険性が常に潜んでいます。スタッフは、事前の安全 

の確保と万が一事故が起こった際の対応には最大限努めますが、参加者の皆様も安全管理に一定の責任を 

負っている旨をご理解いただき、安全なプログラム催行にご協力ください。また、不慮の事故が発生し、医療機 

関での治療が必要となった場合、当団体加盟の傷害保険の範囲内で対応させていただきます。 

②お申込み 

〆切 

・平成 29 年 12 月 19 日（火）  

※ただし、締切日以前でも定員に達した場合は応募を締め切らせていただきます。 

  ご了承ください。 

③お手元に

資料が届き

ます 

後日、お手元にメールもしくは郵送にて 

①参加登録書 ②入金先 が記載された資料が届きます。 

※申し込み 1週間が過ぎても参加登録書が届かない場合は当協会まで 

ご連絡ください。 

④参加登録

書返信、 

参加費入金 

参加登録書を郵送もしくは FAX にて返信（メールにて申し込みの方はメールで返信） 

※FAX にて返信された方は、お手数ですがお電話にて受信の有無をご確認ください。 

参加登録書に同封した入金先に指定期日までに参加費をご入金ください。 

※参加費の入金（入金確認後、こちらからご連絡いたします）を持って参加決定と 

させていただきます。（入金後、当方に確認書類が届くまで 2～3日ほどかかります） 

キャンセルされる際も必ずご連絡ください。 

⑤しおり  

到 着 

 参加１０日前ごろに、お子様用「宝島キャンプ」のしおりを発送いたします。 

 参加するお子様にお渡しください。 

 ※しおりには送迎関係、心がまえ、準備するもの等がお子様向けに記載されています。 



撮影した画像に関して．．． 

当協会にて撮影した活動中の写真を、広報写真としてチラシやホームページ等に利用させていただくことがご

ざいます。あらかじめご了承ください。 

撮影および広報利用をお望みでない場合には、お手数ですがスタッフまでご一報いただきますようお願い申

し上げます。 

１１．個人情報保護について                                     

＊参加者の皆さんの個人情報（以下、個人情報）について、不正アクセス等による外部への漏洩がないように 

厳重に管理します。 

＊基本的に、個人情報を第三者に提供することはありません。 

＊体験終了後も、管理する個人情報に基づき、関連主催行事等の案内を継続的に行う場合があります。但し 

継続的な案内送付について拒否の連絡があった場合には、速やかに名簿から当該個人情報を削除すること 

とします。 

 

 

 

 

 

 

 

１２．その他                                                             

 持ち物については、持ち物リストをご参照ください。また、持ち物の紛失、破損についての責任は負いかねます

事をご承知置きください。  

 お子さんの不注意もしくは過失等で発生した必要経費（チャーター船代等）は自己負担になる場合があります。

自己管理をしっかりするよう、事前にご周知願います。 

 申し込み後にお手元に届く参加登録書には「健康に関する欄」がございます。アレルギー等をお持ちの場合や

服用する薬がある場合は必ずご記入ください。 

特に喘息をお持ちのお子さんについては、発作の頻度（最近の発作時期）、薬の種類等詳細まで必ずご記入く

ださい。また、怪我等の情報も必ずお教えください。 

（このことにより、ご参加を強制的にご遠慮いただくことはありません。事前の情報がとても大切です。些細なこと

でも構いませんのでお伝え願います） 

 

 

 

 

 
特定非営利活動法人 おぢかアイランドツーリズム協会  

        

 ＴＥＬ ０９５９－４３－３１７０  ＦＡＸ ０９５９－５６－３５３０ 

 Ｅ－Ｍａｉｌ yoyaku@nozakijima.jp 
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